
 

 

 

 

 

第 31回ふるさとを興す大島地区地域女性連学習大会 

６月１5日、町生涯学習センターにて「第31回ふるさとを興す大島地区地域女性連学習大会」

が開催され、大島地区内から約200名が参加し、シンポジウムや講演等が行われました。 

●シンポジウム（実践発表） 徳之島町からは２名が登壇し、東区の清瀬利津子さんが「教育」、

町地域女性団体連絡協議会（地女連）書記の春山恭子さんが「組織」について語りました。 

 

 

 徳之島町で行われている青少年育成の取り組み（学士村塾・家庭教

育支援事業・青少年育成町民会議 等）が「なかなか地域で浸透して

いない」と感じていた。 

そのような中、地女連主催の「地域セミナー」が東区で開催。これ

は、地域の皆で地域が抱える課題について話し合う活動。 

地域セミナーの後、皆で話し合ったことを実践にうつした。 
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東区の課題 島内の他地区から引っ越してきた方や転勤者が多く、なかなか若い方が自治会に参加

しない。東区には子ども会がない。 

東区で何が出来るか 東区に住む転勤者の声や保護者の想い（地元を愛する心豊かな子に育ってほ

しい！地域に住む子ども達の将来を地域で応援したい！）を参加者で共有し、他地区の取り組みを

聞いた。これらを踏まえ、世代を超えたつながりをつくっていくために何が出来るかを話し合った。 

①大人からのあいさつ運動～歩いて登校している子どもに大人からあいさつをし、「頑張って歩いて

いるね」等の前向きな声かけをした。→あいさつをすることで地域の子どもを知る機会となった。 

②新１年生を迎える会～子ども（親子）が参加しやすい地域活動「新１年生を迎える会」を企画。 

→多くの親子が参加し「東区にこんなにたくさん若い人がいたんだ」と感動。 

様々な取り組みのキーワードは「人のつながり」「声かけ」 

子ども達は、声をかけてもらうことで「応援してくれている人がたくさんいる」「自分は大切に

されている」ことを感じている。自己肯定感が高まった子ども達は「がんばろう！」というエネル

ギーをもって育ち、自らの未来へ進んでいくことができるだろう！ 

 

 

昨年には結成 60 周年となった同会。自主活動や行政・各種団体への

協力を行う中に、時代に応じて内容を見直しながら取り組んできた。 

これまで会員や地域の方々に支えられてきた活動は、交通安全や防

災、チャリティーバザー等、地域や町にとって欠かせないもの。今後

は、先輩方から受け継いだ活動を、若い世代に受け継いでいけるよう、

魅力ある組織づくりを目指して取り組んで行きたい。 
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「一人一学習」「一人一健康」「一人一奉仕」をめざして 

心のごはん 
社会教育だより  

教育｜むうるし ふでぃさあ 島ぬわれんきゃ（みんなで育てよう島の子どもたち）清瀬利津子さん 

組織｜徳之島町地域女性団体連絡協議会の歩みと現在の活動 春山恭子さん 



 

「キラリ」を大切に ～大島地区子ども会育成連絡協議会研修会～ 

５月２８日～29日、町生涯学習センターにて「大島地区子ども会育成連絡協議会総会・研修

会」が開催され、大島地区12市町村から関係者が集いました。 

●事例発表 徳之島町から、町子ども会育成連絡協議会が平成30

年度に取り組んできた体験活動について事例を発表しました。 

地域の人材がもつ技術や知識を活かした体験活動 

ご協力いただいた皆さん：フィリピン国籍の方々、建築業協会、音楽療法

士、食生活改善推進員、徳之島高校生、ジュニア・リーダーetc. 

 →地域の方々「教える喜び」 参加した子ども達「普段できない体験」 

●研修会 鹿児島市中央公民館長である常深 透氏が、童謡や J-POP 等の歌詞に使われている

言葉を引用しながら、ひとの個性や魅力＝「キラリ」についてわかりやすく語りました。 

・大人は、子どもの「キラリ」を創っていこう。 

・「人(ひと)」の「為(ため)」と書き「偽(いつわり)」 人の為と言いながら自分の為になってないか？ 

・「Ｍｏｍ」の基本姿勢「Ｍ＝見つめる」「ｏ＝思いを巡らす」「ｍ＝向き合う」で子どもと接しよう。 

・ナンバーワンの子育てではなく、オンリーワンの子育てをしよう。子どもに対して「普通の子はそんな

ことしない」等と言うことがあるけれど、子どもを誰と比較しているのだろう？ 

・人としての「愛」、人がもつ「キラリ」を大切にする人間愛＝人権感覚を大切にしよう。 

 
学校の夏休み期間 生活リズムをしっかりと 

７月１日～８月３１日は、夏の「郷土に学び・育む青少年運動」月間です。学校の夏休み期間、

家庭や地域等が一体となって、青少年を育てる環境づくりや青少年の育成に取り組みましょう。 

●夏休み期間中の帰宅時刻 町内の関係機関で申し合わせている子ども達の帰宅時刻です。 

申し合わせ事項 小学生 中学生 高校生 

子どものみ 午後 6時 午後 6時 30 分 午後 8 時注） 

地域行事などで保護者同伴 午後 10 時 午後 10 時 午後 10 時 
 

 

 

レジャープール休園日：毎週月曜日・８月１５日 問総合運動公園☎0997-83-2910 

※今年度はウォータースライダーの利用ができませんので、ご了承ください。 

行事予定 ＜図書館 毎月のおはなし会＞ 

7 日（日）・13 日（土）・27 日（土） 

＜第 73 回県体地区大会第 60 回大

島地区大会／第46回大島地区スポ

少競技別交歓大会＞ 

3 日（水）結団式 ：生涯学習センター 

14 日（土）地区大会剣道：体育センター 

〃  地区大会グラウンド・ゴルフ 

：総合運動公園 

7 月 1 日～8月 31 日 夏の「郷土に学び・育む青少年運動」 

７

月 

13 日（土） 徳之島子ども音楽フェスティバル ：文化会館 

20 日（土） 青少年育成の日 （毎月第 3土曜日） 

〃    総合運動公園レジャープールオープン(～8/31) 

21 日（日） 家庭の日 （毎月第 3日曜日） 

30 日（火） 三町リーダーキャンプ(～7/31) ：天城町 

８

月 

上旬 夏休み子どもミニシアター（予定） 

6 日（火） 月遅れたなばたまつり ：図書館 

 
大人が変われば → 子どもが変わる 
家庭が変われば  →  地域が変わる   

注）決して「午後 8 時まで遊ん

でよい」のではなく、事情があ

る場合に認めている帰宅時刻 


